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司
会
す
る
と
、「
マ
ン
マ
よ
！
マ
ン
マ
よ
！
」
と
眼
を
輝
か
せ
て

い
た
が
、
自
分
の
思
う
「
マ
ン
マ
」
と
は
ち
が
っ
て
い
た
の
か
、

表
情
が
止
ま
っ
て
い
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
色
々
な
曲
を
弾
く
と
、

背
中
に
向
か
っ
て
「
聴
い
て
る
で
！
聴
い
て
る
で
！
」
と
声
を
掛

け
る
。
歌
の
好
き
な
人
が
多
く
、「
ふ
る
さ
と
」
を
皆
で
ユ
ニ
ゾ

ン
で
唄
い
、
マ
イ
ク
を
ま
わ
す
と
は
り
き
っ
て
歌
っ
た
。
元
気
な

歌
声
に
び
っ
く
り
し
た
。「
又
、
半
年
後
に
お
願
い
し
ま
す
。」
と

リ
ク
エ
ス
ト
が
来
ま
し
た
。
老
人
ホ
ー
ム
の
演
奏
会
は
、
松
田
、

毛
利
は
初
め
て
で
、よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
と
て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
。

京
都
鴨
沂
会
茶
道
教
室�

真
継　

宗
美　

⑳
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

グ
ラ
ン
ダ
山
内　

　

平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
名
と
矢
島
理
事

　
「
抹
茶
一
服
で
裏
千
家
茶
道
を
た
の
し
み
ま
し
ょ
う
」

　

京
都
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
始
め
て
で
お
茶
の
心
得
の
あ
る

方
も
お
い
で
と
の
こ
と
。
楽
し
み
と
不
安
半
分
で
伺
い
ま
し
た
。

扇
面
「
茶　

長
寿
の
友　

鵬
雲
斎
大
宗
匠
」
白
梅　

曙
椿
、
花
入　

朝
日
豊
斎
造　

猿
の
香
合
を
飾
り
、
殆
ど
の
方
が
拝
見
を
し
て
下

さ
り
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
毛
利
が
盆
略
点
前
を
、
グ
ラ
ン
ダ

で
用
意
の
鶴
屋
芳
信
の
菓
子
と
北
川
半
兵
衛
の
薄
茶
で
、
点
出
し

で
一
服
、
そ
の
後
、
盆
略
点
前
を
各
自
で
経
験
者
の
方
は
楽
し
そ

う
に
教
え
な
が
ら
、
車
椅
子
の
方
、
流
動
食
の
方
は
別
に
職
員
の

方
が
、
私
は
そ
こ
ま
で
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
反
省
し
ま
し

た
。
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
か
な
と
思
い
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
の
一
日
で
し
た
。

留
学
生
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
支
援

　

文
化
教
室
で
培
っ
た
伝
統
文
化
の
知
識
と
手
技
を
コ
ム
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
日
本
伝
統
文
化
の
教

育
に
寄
与
し
、
生
活
適
応
上
の
指
導
助
言
な
ど
留
学
生
支
援
に
よ
り

国
際
理
解
を
深
め
地
域
社
会
の
活
性
化
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
外
国
人
大
学
院
留
学
生
を
文
化
教
室
に
受
け
入
れ
、
華
道
教

室
お
よ
び
茶
道
教
室
で
個
別
指
導
を
行
い
、
授
業
料
の
一
部
を
支
援

し
た
。
公
益
財
団
法
人
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
京
都
支
部
の
高
校
留
学
生

を
対
象
と
し
た
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
、
今
年

度
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
団
体
で
あ
る
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
受
け

入
れ
た
大
学
・
大
学
院
留
学
生
へ
の
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
の
開
催

お
よ
び
鴨
沂
会
員
に
よ
る
留
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
た
。

「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

茶
道
教
室
　
裏
千
家
　
　
講
師
　
真
継
　
宗
美

受
講
者
：
ソ
フ
ィ
・
ヂ
ュ
マ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
女
性
）

　
　
　
　

日
仏
学
館
講
師
、
京
都
外
国
語
大
学
講
師

授　

業
：
平
成
二
十
七
年
九
月
十
七
日　

盆
略
点
前
の
指
導

受
講
者
：
チ
ェ
ン
・
イ
ア
ン
・
セ
イ
デ
イ
（
ア
メ
リ
カ
女
性
）

　
　
　
　

同
志
社
大
学
大
学
院
留
学
生
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授　

業
：
平
成
二
十
七
年
十
一
月
〜
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で
の
五
回

　
　
　
　

炉
薄
茶
点
前
と
初
釜
の
指
導

華
道
教
室
　
草
月
流
　
　
講
師
　
木
平
　
珠
影

受
講
者
：
チ
ェ
ン
・
イ
ア
ン
・
セ
イ
デ
イ　
　

授　

業
：
平
成
二
十
八
年
二
月
・
三
月
の
二
回

　
　
　
　

生
け
花
指
導

「
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

�

公
益
財
団
法
人
Ａ
Ｆ
Ｓ
京
都
支
部
顧
問　

荒
木　

泰
子

　

こ
こ
数
年
秋
に
私
ど
も
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
高
校
留
学
生
が
お
世
話
に
な

り
、
昨
年
十
二
月
に
は
外
務
省
が
初
め
て
招
待
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
学
、
大
学
院

生
（
一
五
〇
名
来
日
、
う
ち
三
名
が
京
都
に
三
日
滞
在
）
も
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
茶
道
、
華
道
、
書
道
の
教
室
。
一
流
の
先
生
方
に

文
字
通
り
手
取
り
、
足
取
り
で
教
え
て
い
た
だ
き
、
生
徒
、
学
生
た

ち
に
深
い
印
象
を
与
え
ま
し
た
。
高
校
生
の
中
に
は
華
道
の
剣
山
が

欲
し
い
と
か
、
茶
道
具
一
式
を
持
っ
て
帰
れ
た
ら
い
い
の
に
と
言
う

も
の
も
出
ま
し
た
。
お
茶
の
味
は
い
ま
一
つ
ア
ピ
ー
ル
し
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
呈
茶
ま
で
の
し
つ
ら
え
、
プ
ロ
セ
ス
も
詳
し
く
教
え

て
い
た
だ
き
、
ふ
く
さ
裁
き
に
悪
戦
苦
闘
し
、
足
の
し
び
れ
に
音
を

あ
げ
な
が
ら
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

書
道
は
筆
の
持
ち
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な

漢
字
を
色
紙
に
書
い
て
、
先
生
の
落
款
つ
き
で
持
ち
帰
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
大
喜
び
で
し
た
。

　

華
道
は
ほ
ぼ
自
由
に
生
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
生
の

褒
め
方
の
お
上
手
な
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
受
け
止
め
方
に
は
や
は
り
年
齢
の
差
も
あ
っ

て
か
、
大
学
生
・
院
生
た
ち
の
ほ
う
が
理
解
は
深
か
っ
た
よ
う
で
、

先
生
方
も
少
し
は
教
え
甲
斐
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま

す
。
私
ど
も
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
お
世
話
に
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の
事
業

を
今
後
と
も
続
け
て
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｓ （A

m
erican Field Service

）

　

Ａ
Ｆ
Ｓ
は
、
世
界
大
戦
中
に
傷
病
兵
の
救
護
輸
送
に
携
わ
っ
た
ア
メ
リ

カ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織A

m
erican Field Service

（
ア
メ
リ
カ
野
戦

奉
仕
団
）
の
活
動
を
起
源
に
持
ち
、
世
界
的
な
広
が
り
を
持
つ
組
織
で

す
。
国
際
本
部
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
置
き
、
現
在
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
加
盟
国
は

約
六
十
か
国
、
交
流
国
は
一
〇
〇
か
国
以
上
に
及
び
ま
す
。
日
本
で
の
Ａ

Ｆ
Ｓ
活
動
は
、
現
在
で
は
日
本
全
国
八
十
の
支
部
で
留
学
生
の
受
け
入
れ
、

派
遣
、
各
種
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
活
動
は
、
日
本
お

よ
び
世
界
各
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
留
学
生
の
派
遣
、

受
入
れ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
、
交
流
活
動
の
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｆ
Ｓ
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
す
べ
て
金
銭
を
受
け
取
ら
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
家
庭

で
す
。
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外
務
省
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム

 �

（M
utual-understanding, Intellectua Relations and 

 �
A
cadem

ic exchange-Initaitive

）

　

外
務
省
の「
対
日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
一
環
と
し
て
、欧
州
・

ロ
シ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
か
ら
、
将
来
各
界
で
活
躍
が
期
待

さ
れ
、
ま
た
対
外
発
信
力
の
あ
る
大
学
生
・
大
学
院
生
一
五
〇
名
が
来
日

し
、
日
本
の
政
治
、
社
会
、
歴
史
及
び
外
交
政
策
に
関
す
る
理
解
促
進
や

日
本
の
政
治
、
社
会
、
歴
史
及
び
外
交
政
策
に
関
す
る
理
解
促
進
や
日
本

の
魅
力
等
の
積
極
的
な
発
信
を
目
指
し
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

か
ら
二
十
二
日
の
日
程
で
次
の
よ
う
な
三
項
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

⑴�

日
本
の
強
み
の
み
な
ら
ず
課
題
も
含
め
た
日
本
の
現
状
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
及
び
大
学
生
と
の
交
流
を
実
施
。

⑵�

教
育
・
研
究
機
関
、
先
端
・
伝
統
産
業
、
文
化
承
継
地
へ
の
訪
問
、
大

企
業
へ
の
視
察
及
び
関
係
者
と
の
意
見
交
換
。

⑶�

日
本
各
地
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
際
に
、
地
方
自
治
体
、
地
場
産
業
、

歴
史
学
習
施
設
等
へ
の
訪
問
・
視
察
及
び
関
係
者
等
と
の
意
見
交
換
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
交
流
行
事
及
び
伝
統
芸
能
等
の
体
験
型
行
事
に

参
加
。

「
高
校
生
留
学
生
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

日　

時
：
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）

会　

場
：
鴨
沂
会
館
新
館
一
階
和
室
、
会
議
室
お
よ
び
談
話
室

参
加
者
：�

留
学
生
五
名　
（
米
国
男
子
生
徒
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
女
子
生
徒
、
ド
イ
ツ

女
子
生
徒
二
名
、
ベ
ル
ギ
ー
男
子
生
徒
）

　
　
　
　

日
本
人
高
校
生
八
名
、
Ａ
Ｆ
Ｓ 

日
本
協
会
京
都
支
部
員　

授　

業
：
草
月
流　

華
道　
「
重
陽
の
節
句
に
菊
を
楽
し
む
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
自
由
花
・
秋
の
美
し
さ
を
楽
し
む
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

木
平　

珠
影　
　

助
手
二
名

　
　
　
　

裏
千
家　

茶
道　
「
盆
略
点
前
の
実
習
と
呈
茶
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

真
継　

宗
美　
　

助
手
四
名

　
　
　
　

書　

道　
　
　
　
「
基
礎
か
ら
創
作
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

橋
爪
荅
苑

　

鴨
沂
会
館
新
館
一
階
談
話
室
に
お
い
て
矢
島
理
事
の
司
会
で
会
長

の
開
会
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
華
道
、
茶
道
、
書
道
の
講
師
お
よ
び

助
手
を
つ
と
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
文
化
教
室
員
が
紹
介
さ
れ
、
留

学
生
と
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
が
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。

　

十
三
時
五
十
分
か
ら
一
〇
一
号
室
に
お
い
て　

全
員
で
書
道
を
体

験
し
、
十
四
時
三
十
五
分
か
ら
十
六
時
ま
で
新
館
一
階
会
議
室
と
和

室
に
お
い
て
華
道
と
茶
道
教
室
の
講
師
が
伝
統
文
化
の
説
明
を
し
、

助
手
の
手
助
け
で
実
技
指
導
を
行
っ
た
。
授
業
終
了
後
、
談
話
室
に

留
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
持
っ
て
集
ま
り
、
留
学
生
の
体
験
学
習

発
表
に
講
師
が
評
価
と
感
想
を
加
え
て
、
伝
統
文
化
教
室
員
お
よ
び

本
会
理
事
と
も
相
互
交
流
を
図
っ
た
。

「
い
け
花
教
室
に
留
学
生
を
お
迎
え
し
て
」

木
平　

珠
影

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
留
学
生
男
子
二
名
女
子
三
名
、
附
添
と
し
て
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の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
含

め
て
十
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ド

イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
留
学
生
と

日
本
の
高
校
生
が
国
境
を
越
え

て
の
お
友
達
と
し
て
話
な
が

ら
、
実
に
鮮
や
か
な
作
品
を
い

け
る
高
校
生
に
は
驚
き
ま
し

た
。

　

お
稽
古
の
順
序
の
最
初
は
基

本
の
勉
強
と
し
て
、
花
型
図
に

よ
る
基
礎
い
け
花
を
学
び
、
そ

の
後
、「
重
陽
の
節
句
に
菊
を
い
け
る
」、「
自
由
花
・
秋
の
美
し
さ
を

楽
し
む
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
各
自
の
自
由
作
品
で
い
け
花
を
楽
し
ん

で
頂
き
、伝
統
の
い
け
花
と
自
由
作
品
と
を
い
け
く
ら
べ
て
頂
い
た
。

　

菊
は
日
本
で
は
種
類
も
多
く
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
用
い
ら
れ
、
し

か
も
高
貴
な
花
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
香
り
の
よ
さ
も
大
切

な
花
で
あ
り
な
が
ら
、
生
活
の
花
と
し
て
一
年
を
通
じ
て
愛
用
さ
れ

る
貴
重
な
花
材
で
あ
る
こ
と
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
い
け
花
を
た

の
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
い
け
花
の
お
稽
古
に
は
、
会
員
の
皆
様
に
ご
寄
贈
頂
い
た

花
器
等
も
使
用
し
、
若
い
留
学
生
の
楽
し
ま
れ
る
ご
様
子
に
、
花
で

も
陶
器
で
も
美
の
世
界
に
は
国
境
が
無
い
と
改
め
て
感
動
し
ま
し

た
。

「
盆
略
点
前
で
ご
自
服
を
」

　

真
継　

宗
美　

六
名

　

高
校
留
学
生
の
茶
道
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
同
じ
季
節
に
三
回

目
、　

出
席
者
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ

ー
、
五
名　

日
本
人
高
校
生
八
名
が
参
加
さ
れ
、
名
前
ま
で
い
た
だ

き
ま
し
た
の
に
、
四
十
分
二
回
の
指
導
で
は
、
充
分
の
こ
と
は
出
来

ず
残
念
に
思
い
ま
す
。
高
野
さ
ん
の
棚
薄
茶
点
前
を
見
学
、
和
菓

子
、
呈
茶
で
一
服
、
そ
の
後
、
各
自
で
盆
略
点
前
、
帛
紗
さ
ば
き
か

ら
茶
を
入
れ
茶
室
で
お
茶
を
ご
自
服
、
お
味
は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
の
時
の
皆
様
の
顔
の
表
情
が
一
生
懸
命
で
、
お
茶
を
ご
自
服

の
後
の
笑
顔
に
接
し
て
、
私

も
幸
せ
を
頂
き
ま
し
た
。
水

屋
は
教
室
の
五
名
（
八
十
二

歳
）
の
手
伝
い
の
お
陰
、
総

で
感
謝
で
す
。
些
細
な
こ
と

か
ら
、
茶
道
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
次
の
一
歩
と
羽
ば

た
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　

軸　
　
「
秋
露
白
如
玉
」　

　
　
　
　

有
馬
頼
底
筆

　

花　
　

‌�
す
す
き　

秋
海
棠　

ほ
と
と
ぎ
す
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秋
明
菊

　
　
　
　

雁
が
ね
草
他

　
　
　
　

宋
全
籠

　

香
合　

�
法
隆
寺
古
材
（
百
済
観
音
堂
落
慶
記
念
品
）

「
基
礎
か
ら
創
作
へ
」

橋
爪　

荅
苑

　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
高
校
留
学
生
書
道

体
験
学
習
会
は
、
留
学
生
及
び
日
本
の
高
校
生
も
沢
山
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
初
め
て
筆
を
持
ち
、
初

め
て
引
く
線
、
ど
ん
な
感
触

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た

墨
の
香
り
は
ど
ん
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
、
そ
ん
な
事

も
聞
け
る
時
間
も
な
い
ま

ま
、
慌
た
だ
し
い
時
間
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
ず

は
線
の
引
き
方
（
直
線
及
び

曲
線
）を
練
習
し
て
も
ら
い
、

用
意
し
た
一
字
で
意
味
を
な

す
漢
字
の
見
本
を
見
せ
、
そ

の
中
か
ら
自
分
が
書
き
た
い

文
字
（
意
味
）
を
選
ん
で
、

半
紙
に
練
習
を
し
、
最
後
に
は
そ
れ
を
団
扇
に
仕
上
げ
、
お
土
産
に

出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
今
回
は
日
本
の
高
校
生
の
参
加
が
多
か

っ
た
為
に
、
少
し
目
の
届
か
な
い
状
況
が
生
じ
た
か
と
思
い
ま
す
。

留
学
生
一
人
に
対
し
一
人
の
日
本
の
高
校
生
が
一
人
つ
く
よ
う
な
感

じ
の
方
が
望
ま
し
い
気
が
し
ま
す
。
留
学
生
の
作
品
は
、
自
由
で
、

伸
び
伸
び
し
た
線
の
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

「
大
学
院
留
学
生
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

日　

時
：
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　

十
三
時
半
〜
十
五
時

会　

場
：
鴨
沂
会
館
三
階
和
室
、
新
館
一
階
会
議
室
お
よ
び
談
話
室

参
加
者
：
外
務
省
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
大
学　

　
　
　
　

�

大
学
院
留
学
生
三
名　

ル
ー
マ
ニ
ア
女
子
学
生
、
英
国
男
子
学
生
、

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
女
子
学
生

　
　
　
　

Ａ
Ｆ
Ｓ
交
換
高
校
生　

二
名

　
　
　
　

ド
イ
ツ
女
子
生
徒
（
京
都
橘
高
校　

紫
野
高
校　

留
学
生
）

　
　
　
　

Ａ
Ｆ
Ｓ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

三
名

授　

業
：
草
月
流　

華
道　
「
基
本
の
い
け
ば
な
・
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
い
け
花
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

木
平　

珠
影　
　

助
手
二
名

　
　
　
　

裏
千
家　

茶
道　
「
盆
略
点
前
の
実
習
と
呈
茶
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

真
継　

宗
美　
　

助
手
四
名

　
　
　
　

書
道　
　
　
　
　
「
好
き
な
漢
字
を
書
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

重
村
亜
紀
子　
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「
基
本
の
い
け
花
と
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
い
け
花
」

木
平　

珠
影

　

基
本
い
け
花
を
説
明
し
、
実

際
各
自
で
い
け
込
ん
で
い
た
だ

く
。
全
く
い
け
花
を
知
ら
な
い

留
学
生
が
、
と
て
も
簡
単
に

し
か
も
美
し
く
い
け
あ
が
る
こ

と
を
実
感
し
て
、
日
本
の
い
け

花
の
簡
単
さ
と
面
白
さ
を
学
ば

れ
、
あ
ら
た
め
て
日
本
の
い
け

花
の
面
白
さ
楽
し
さ
を
理
解
さ

れ
、
有
意
義
な
「
ひ
と
と
き
」

で
あ
っ
た
。

「
盆
略
点
前
と
呈
茶
」

真
継　

宗
美

　

大
学
院
留
学
生
の
茶
道
体
験
学
習
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
初
め
て
の

経
験
で
す
。
冬
の
季
節
、
三
階
八
畳
の
和
室
に
電
気
で
す
が
炉
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
炉
手
前
を
見
学
い
た
だ
き
、
各
自
盆
略
点
前
を
体

験
し
て
い
た
だ
く
、
正
座
が
大
変
で
、
毛
氈
を
敷
き
ま
し
た
。
大
学

院
生　

三
名　

高
校
生　

二
名　

付
添　

二
名　

鴨
沂
会　

矢
島

様
他
三
名　

十
一
名
で
八
畳
で

は
、
狭
く
感
じ
ま
し
た
。
炉
の

茶
席
は
は
じ
め
て
の
よ
う
で
床

の
間
、
炉
に
も
興
味
を
持
た
れ

た
よ
う
で
す
。
毛
利
さ
ん
の
手

前
を
真
剣
に
拝
見
さ
れ
、
点
だ

し
と
和
菓
子
で
一
服
、
各
自
盆

略
点
前
、
帛
紗
さ
ば
き
、
茶
筅

で
茶
を
た
て
る
の
は
初
め
て
の

よ
う
で
矢
島
様
と
三
名
で
一
対

一
で
指
導
、
ご
自
服
で
飲
ま
れ

た
笑
顔
に
安
堵
し
ま
し
た
。

　

軸　
　

‌�「
無
事　

画
賛
」江
戸
時
代
の
茶
筅
売

　
　
　
　
　

‌�

相
国
寺
管
長　

有
馬
頼
底
筆

　

花　
　

加
茂
本
阿
彌
椿　

柴
蘭
の
実　

万
両　

八
代
髙
田
焼
壷

　

香
合　

狸　

信
楽　

高
橋
楽
斎
造

「
好
き
な
漢
字
を
書
く
」

重
村
亜
紀
子

　

ま
ず
、
大
学
院
留
学
生
が
熱
心
な
の
に
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
鴨
沂
会
の
皆
様
の
取
り
組
み
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
私
と
し
て
も
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
書
道
を
担
当
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さ
せ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
書

体
で
好
き
な
漢
字
を
書
く
と
い

う
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
留
学
生
に
書
道

の
楽
し
さ
を
母
国
に
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
き
た
く
、
色
紙
と
団

扇
に
清
書
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。私
自
身
の
反
省
と
し
て
は
、

も
う
少
し
書
の
基
礎
基
本
、
基

礎
点
画
の
筆
使
い
の
紹
介
を
し

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
最
後
と
な

り
ま
し
た
が
、
京
都
鴨
沂
会
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
大
学
院
留
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

「
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
八
日
サ
ブ
リ
ナ
が
我
が
家
に
き
ま
し
た
」

　

西
村　

和
子

　

Ａ
Ｆ
Ｓ
が
日
本
政
府
外
務
省
の
監
修
す
る
「
対
日
理
解
促
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
―
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
を
要
請
さ
れ 

京
都

支
部
は
イ
ギ
リ
ス
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
三
名
の
大
学

院
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
た
っ
た
二
泊
三
日
の
滞
在
で
し
た
が 

こ
の
試
験
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
成
功
を
生
む
な
ら
二
〇
一
七
年
か
ら
本

格
的
に
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
発
足
す
る
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
我
が
家
に
き
た
サ
ブ
リ
ナ
は
二
十
一
歳
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

人
女
性
。
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
初
め
て
の
日
本
に
興
奮
状
態
で

古
い
だ
け
の
我
が
家
を
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
部
屋
に
入
っ
て
も
ス
カ

イ
プ
で
友
人
と
や
り
取
り
し
て
い
る
声
が
大
き
く
響
い
て
お
り
ま
し

た
。
私
の
拙
い
英
語
も
彼
女
は
聞
き
取
っ
て
く
れ
私
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
彼
女
は
日
本
の
物
価
の

高
さ
に
驚
い
た
様
子
で
今
度
日
本
に
来
る
と
き
は
た
く
さ
ん
お
金
を

持
っ
て
く
る
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。（
彼
女
が
家
族
に
買
っ
た
土

産
は
チ
ョ
コ
ボ
ー
ル
と
漫
画
の
み
）
彼
女
と
は
今
で
も
と
て
も
良
い

関
係
が
で
き
Ｇ
メ
ー
ル
で
情
報

交
換
で
き
て
い
ま
す
。「
国
際

交
流
は
草
の
根
か
ら
」
を
実
感

で
き
た
三
日
で
あ
り
ま
し
た
。


